








2. 受入責任教員 宙空圏研究グループ 准教授  岡田 雅樹 
 
3. 日時および会場 
 日時：2016年 7月 22日 10:00 - 17:00 
 場所：国立極地研究所 3階セミナー室 
 
4. プログラム 
10:00 - 10:30 極域科学計算機システムでの可視化手法について 
10:30 - 11:15 AVSによる大規模シミュレーションデータの可視化について 
11:15 - 12:00 Xeon-Phiを使った高速シミュレーションコード開発について 
【昼食】 
13:00 - 13:20 澁谷亮輔（東京大学）：PANSYレーダーおよび中間圏拡張 NICAMを
用いた中間圏準 12時間周期波動の解析 
13:20 - 13:40 山田恭平（極地研）：南極定期予報計算の導入 
13:40 - 14:00 鷲見治一（米国アラバマ大学ハンツビル校）：太陽圏外圏構造のMHD
解析 
14:00 - 14:20 藤田茂（気象大）・田中高史（九州大）：磁気圏電離圏結合対流生成機構
ーREPPUコードの結果― 
14:20 - 14:40 田中高史（九州大学）、片岡龍峰（極地研）、岡田雅樹（極地研）：大容
量シミュレーションデータの簡易可視化 
14:40 - 15:00 門倉昭(NIPR)：極域オーロラ観測データの伝送とアーカイブ 
15:00 -15:20 Praphan Pavarangkoon、村田健史(NICT)：HpFP通信プロトコルによ
るインテルサット通信性能向上に関する研究 
15:20 - 15:40 岡田雅樹（極地研）：今後の極域科学計算機システムの運用と研究プロ
ジェクトのかかわりについて 













Nx = 1016 grids (6096 km) 
Ny = 944 grids (5664 km) 
Nz = 50 
Dx = Dy = 6 km 































































































“Grand Tour” missions to the outer region of solar system.









































North-South asymmetric structure of the Heliosphere
XZ
v_n_front
flow lines from northern
heliosphere near equator
Seeing from lateral side 
XZ
flow lines from southern
heliosphere near equator v_s_front
Seeing from lateral side 
Washimi et al. 2007
Normalized V2 Obseved Ram-Pressure
Ram-Pressures after Aug 14, 2007 are assumed to be 1.0,  1.25, or 1.5 x Pram0 for forecasting
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Along Sun-V1 Line (alpha=45 deg)
Unit: speed 50km/s, density 0.02/cc, magnetic field 0.5 μGauss, 








Along Sun-V2 Line (alpha=45 deg)
Unit: speed 50km/s, density 0.02/cc, magnetic field 0.5 μGauss,
temp 5x10^5 K, pressure 1.4x10^-14 Pa
HP
Interstellar magnetic field 






























































































平成２８年度極地研計算機利用者研究集会, 2016. 7. 22, NIPR
大容量シミュレーションデータの簡易可視化
田中高史、片岡龍峰、岡田雅樹
















Traditional excitation of convection by the magnetic tension






P before the Onset
P at the Onset
2016/7/23
5
P after the Onset










































Formation of the near-earth dynamo at the onset
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バルの赤道側から始まるオンセット、その 2分後に始まるwestward traveling surge (WTS)79 
などを、観測と同じように再現できる。次に、電離圏の各変動に対応する磁気圏変動を明ら80 
かにした。オンセットは地球近傍ダイナモにより起こる。地球近傍ダイナモは、squeezing81 





wedge (CW) は誤りであると結論せざるを得ない。 87 
 88 











電離圏変動の観測では、成長相のN-S arc、quiet arc、オンセットの initial brightening、100 
拡大相の westward traveling surge (WTS)、オメガ、トーチ、などが順次発生する101 
[Elphinstone et al., 1993]。これらのオーロラ変動には、それぞれに磁気圏と電離圏を結ぶ102 
電流系の発達が対応している[Kamide et al., 1996]。これらは明確な事実であり、どのよう103 
に起こっているかは良く研究されている。問題はその原因、すなわちこれらに対応する磁気104 
圏変動は何かということである。この点が明白になって初めて問題が解決といえるであろ105 









衛星観測では、磁気圏のサブストームの特徴的な変動がいくつも発見されている[Baker et 113 








これまでのサブストーム研究では、current wedge (CW) [Chu et al., 2014]が形成されると122 
いうのが、オンセット FAC を説明する唯一のモデルである。オンセットの原因は、夜側プ123 
ラズマシート赤道面における局所的変動であり、magnetohydrodynamics (MHD) の破れ124 
や不安定またはテイルフローの刺激が CWを誘発すると推定した[Lui, 1996; Baker et al., 125 
1996]。この思考では、オンセットのシーケンスはリコネクション、BBF、CWから組み立126 
てられてきた[Nakamura et al., 2011]。またこのようなオンセットシーケンスに関する予127 
想は、衛星観測で立証できると思われて来た。各要素は相互に無関係ではないようだが、し128 
かし衛星観測の分解能では、はっきりとした要素間の対応(例えばテイルフローと静止軌道129 
擾乱の対応)を認めるに至らない[Ohtani et al., 2006]。決定的な証明には、電流線をトレー130 





の点からして合意ができない。例えば quiet arcについて磁場曲率により散乱された電子の136 
落下であるという前提で多くの研究が進められている一方で[Sergeev et al., 2012]、quiet 137 
are は磁気圏の運動を電離圏に伝えようとする region-1 field-aligned current (FAC) の顕138 
在化である[Tanaka, 2015]とする全く別の見解がある。別の例では、オーロラの動態（pre-139 
onsetアーク）からサブストームオンセットに至るプラズマシートの変動シーケンスが明ら140 
かになり、サブストームはかなり解決された[Lyons et al., 2011]、という報告があるかと思141 
えば、オンセット前のプラズマシートの様相は電離圏のごく狭い領域にしか投影されず、142 
pre-onsetアークはローブからの投影である[Tanaka, 2015, Ebihara and Tanaka., 2016]と143 










て、状態遷移という概念がある。古くは、thermal catastrophe モデルがある[Goertz and 152 
Smith, 1989]。 状態遷移は、地磁気変動の解析などからも推定される[Sitnov et al., 2000]。153 
全体構造のバランスが変動し、遷移が起こるというイメージであるが、磁気圏―電離圏結合154 
系の力学構造が具体的でないのがネックであろう。状態遷移の力学構造を具体化するため155 
に、シミュレーションを応用する研究もある[Tanaka, 2000; Shao et al., 2003]。 156 
 157 
磁気圏―電離圏結合を取り入れたグローバルシミュレーションで、サブストームオンセッ158 
トを再現するようになった[Tanaka, 2000; Tanaka et al., 2010; Tanaka, 2015; Ebihara, 159 
and Tanaka, 2015a, 2015b, 2016]。グローバルシミュレーションの解像度を上げ、FACを160 
詳細に計算できるようにすると、電離圏サブストームが再現されることが分かった。これは161 
MHD範囲内でのオンセット再現であり、伝統的サブストーム理論の全く反対の方向ともい162 



































ら予想されるような、シース流の運動エネルギーで駆動されるダイナモ[Palmroth et al., 196 
2010; Hamlin et al., 2012]や、マグネトシース流から電離圏への直接的ストレス伝達197 
[Wilder et al., 2015]は再現されない。したがってテイルマグネトポーズを過ってポインテ198 
ィングフラックスが直接磁気圏に流入することは無い。太陽風磁場と地球磁場の結合では、199 
まずヌルーセパレーター構造により開磁場が生成される。開磁気圏では CF 電流によって、200 
テイルマグネトポーズから、昼側マグネトポーズにエネルギーが運ばれる。昼側で加熱され201 
たマグネトシースプラズマが磁気圏中に侵入し、マグネトポーズ内側のカスプーマントル202 
















ズマシートが滞留することが原因である[Tanaka et al., 2010]。Quiet arcは成長相の対流217 
を電離圏に伝えるために発生する region-1 FACの顕在化である[Tanaka, 2015]。粒子落下218 
は電流の原因ではなく、結果である。インジェクションは、対流経路と圧力領域がより内部219 
の磁気圏へ移動することの現れである。この一環として地球近傍ダイナモが発生する220 
[Ebihara, and Tanaka, 2015a]。またこれらの変動の基本にはプラズマシート対流を維持す221 
る力バランスの変更があり、その一端が双極子化である[Tanaka et al., 2010]。ここに力バ222 
ランスが明示的に登場することになり、これは状態遷移の力学構造として必須である。WTS223 
はインジェクションで出来た高圧域の東西への拡大と、電離圏でのHall電流の発散の複合224 








セットには詳細構造があることが分かっている[Kadokura et al., 2002]。オーバルの赤道側233 























計算には REPPU（REProduce Plasma Universe）コードレベル７を用いる。このコード255 
では、磁気圏はポテンシャル磁場を消去したMHD方程式で計算する[Tanaka, 1994]。ここ256 





割を進める[Moriguchi et al., 2008; Nakamizo et al., 2009]。レベル 7では、球面上の格子262 
は 245,760。相似の球を半径方向に重ね、３次元磁気圏総格子数は、93,388,800である。格263 
子の範囲は３Re~300Re、格子の最小サイズは、0.06Re である。数値スキームは有限体積264 
total variation diminishing (TVD)スキームを用いる[Tanaka, 1994]。有限体積は 6角柱も265 
しくは 5角柱になる。 266 
 267 










並列を用いる。使用する CPU は 1000 台程度を必要とする。シミュレーションでは標準的278 
















まずサブストーム進行の全体像を概観するため、シミュレーションで得られた AU、AL イ293 
ンデックスを示す（第 1図）。北緯 68度に沿った複数の点で、東向きホール電流を計算し、294 
これから地上磁場 H 成分の変動を予測した。この図の時刻で IMF が南に変わるのが６分、295 
オンセットが 68分である。このオンセットは第 2図に示す、initial brighteningの時刻で296 
ある。以下の図では、この 68 分を基準に（0 分として）時刻を示す。マイナスの時刻はオ297 
ンセット前になる。第 1 図で、AU、AL インデックスは、観測と同じように変動するのが298 
見て取れる。成長相、オンセット、拡大相の大局的な様相は、以前の報告でも述べたとおり299 
である[Ebihara and Tanaka, 2015a]。 300 
 301 
電離圏オンセットの詳細構造を予測するため、第 2図に電離圏での FACの分布を示す。第302 
2図では、オンセット前では、region-1、region-2 FAC の全体構造が再現される。この図か303 
ら、上向き FAC にアーク状のオーロラ分布が対応すると考える。上向き FAC から予測す304 
ると左中のパネルで、Initial brighteningの位置は１LT辺りで、６８度付近から発生する。305 
夕方から延びている上向き FACの延長（quiet arcに相当する）と比較すると、２度程赤道306 
寄りである。オンセットから 2分程度は、Initial brighteningに相当する上向き FACの強307 
度は増していくが、増加した電流の中心位置は余り動かない。上向き FACの増加に対応し308 
て、オンセットより赤道側の下向き region-2 FAC、オンセットより朝側の下向き region-1 309 
FAC、オンセットより朝側の上向き region-2 は、共に連動して増加する。2 分３０秒ほど310 
して WTS が発生し（右下）、西方に広がって行く。このようなシーケンスは、観測とよく311 
似ている[Kadokura et al., 2002]。この論文では特に、オンセットからWTS発生までの約312 
2分がどのような磁気圏変動に対応するかを明らかにしたい。 313 
 314 
WTS の先頭と極側の淵に、強い上向き FAC が発生するのが見られる。これはホール電流315 
の発散による効果である[Ebihara and Tanaka, 2015b]。この後は、WTS は夕方方向に発316 
展して行く。６分後までに、WTSは２０LT辺りまで達して、消滅する。WTSの発生・消317 
滅の間に、沿磁力線電流は、全体的に著しく増加し、拡大相の様相を呈する。第 2図以降の318 









[Tanaka et al., 2010; Tanaka 2015; Ebihara and Tanaka, 2015a, 2015b, 2016]。これらの326 
変動の基には流れ場、圧力場、磁場構造の変動がある。今回の結果では、電離圏オンセット327 








Ebihara and Tanaka [2015a]、 Tanaka[2015]で既に報告されているとおりである。第３336 
図のように、オンセットが起こるのは、赤道面で１０Reより内側で閉じる磁力線上である。337 
これがNENL形成より先に内部磁気圏からサブストームオンセットが始まると思わせた構338 
造であり、near-earth onsetという説を生んだ[Donovan et al., 2008]。これは CWを想定339 
するからそうなるのであって、地球近傍ダイナモの場合は、NENLから出発する擾乱でも、340 















類似の図を示す。第 5図ではボリュームレンダリングはダイナモの分布、コンターは第 4図356 
の赤道面圧力分布を再描画してある。ボリュームレンダリングから、バウショックダイナモ、357 







した後、下向き沿磁力線電流となって、朝方の region-1 FACに繋がる。このように、オン363 




第 6 図に 12LT と 1LT の子午面に沿った圧力分布が、オンセットの前後でどのように変動368 
するかを示す。特にプラズマシート内端付近での変化に着目したい。オンセット直前からオ369 
ンセットにかけて、圧力分布の形状は余り変化せず、圧力の値が上昇している。これは磁気370 
張力の増加に対応している。NENL はオンセット 5 分前に既に形成されている。オンセッ371 
トの 56秒後には、高圧部分は縮んで、プラズマシート内側境界にへばりつくように、沿磁372 
力線分布になっている。この時は x=-10Re 辺りのプラズマシートも多少薄くなっている。373 
したがって、この縮み方は、squeezingと考えられる[Haerendel, 2011]。オンセットの 1分374 
53 秒後には圧力が多少 2 重ピークになり、フローブレーキング効果が現れ始めている。こ375 





12LT と 1LT の子午面に沿ったもので、速度は-Vx である。オンセット時点では NENL か381 
らの地球向き流は、プラズマシート赤道面のフローブレーキング領域に達していない。この382 
フローブレーキング領域は、プラズマシート内端の高圧域のすぐテイル側にできる[Tanaka 383 
et al., 2010]。しかしこの時点でも、plasma sheet boundary layer (PSBL)に沿った流れは384 
地球まで存在する。後から（第 8図）示すように、これは沿磁力線流である。内部磁気圏赤385 
道面上のフローブレーキングは、オンセットに 2 分程遅れて顕著になる。フローブレーキ386 

















鮮明である。Tanaka[2015]に示されているように、これらは Thinningおよび Quiet arcの402 
生成と関連している。Vz の侵入阻止によってプラズマシートの滞留を生み出す共に、フラ403 
ックス imbalance（プラズマシートに入るフラックスが、出るフラックスより少ない）によ404 
り thinningという結果を引き起こす。垂直流 Vzは侵入阻止されるので、ｙ方向に曲がる。405 
これによるｙ方向のシアーを電離圏に伝えるFACは、quiet arcを生成する[Tanaka, 2015]。 406 
 407 





の範囲では完全に bursty にならず、疑似的な BBF と見るべきである。全体として、オン413 
セット後４分間の Vx変動は、２段階の変動に見える。第 8図でブレーキングフロー最接近414 
時には、磁場垂直流が大きくなる。これはフローブレーキングが 8.2Re 以内に接近するか415 
らである。オンセット後８分を過ぎると、内部磁気圏は膨らんでいく。この時はフローブレ416 
ーキング領域も後退し、第 8 図で再び沿磁力線流が卓越する。オンセット 2 分後以降の沿417 
磁力線流は、フローブレーキングで磁場垂直から平行に変換された流れである。 418 
 419 
オンセット後の磁場垂直流の侵入は、Vy 成分、Vz 成分で顕著である（第９図）。すぐに全420 
体が一様に増加するように見える。赤道向き垂直流 Vzの侵入は深くまでおよび、オンセッ421 







































震源となっていると予想される。地球方向への伝搬は、dipolarization front として観測さ459 
れているものであろう。これらの変動は、オンセットに伴って対流がプラズマシートに侵入460 
し、滞留が解消され全ての輸送量やエネルギー変換の量が大きくなることに対応する。第 8461 
図に示されるように、Vx 磁場平行流が内部磁気圏（PSBL）に達するには 2 段階の増加が462 
ある。しかし、磁場垂直方向の変化はテイルから内部磁気圏まで直達のように見える。Vx463 












いが J・E<0 の領域が現れる（第 12 図上）。プラズマシートでは J・E>0 の期間が多く、474 
J・E<0はほとんど現れない（第 12図下）。 475 
 476 
内部磁気圏では成長相の間、外側で J・E>0、内側で J・E<0の構造が安定的に続く。これ477 
は、プラズマが磁場の力で閉じ込められる時、すなわちローブからプラズマシートに移流す478 
る時が J・E>0 であり、解放される時、すなわちプラズマシートから昼側磁気圏に向う時479 
に、熱エネルギーでダイナモが駆動される状態が J・E<0と理解できる。この内部磁気圏の480 






1 FACも PSBL に近い領域を流れるが[Tanaka, 2015]、こちらは force free であり、閉じ487 
込めには働かない。これらの電流系のダイナモは、共にカスプ―マントルにある[Tanaka, 488 




内部磁気圏では、オンセットの時に短期間だけ緯度 0度から 14度の広域に亘って、J・E<0493 
が発生する（第 12図上）。これが地球近傍ダイナモに相当する。圧力の形成は磁力線に沿っ494 
て注入されるプラズマにより発生し、この圧力が仕事し、ダイナモが駆動される。このダイ495 
ナモは非定常的であるが、オンセット region-1 FAC（第 5図）を駆動する。ダイナモは圧496 
力領域の西側にも広がるので（第 3 図）、第 12 図上では、オンセットの瞬間に J・E<0 が497 
広範囲に現れる。オンセットでの圧力分布の変動はプラズマシート全体で見れば、圧力領域498 
の内部への移動であり（第６図）、これが最内部の磁気圏では、磁力線に沿った移動になる。499 
磁気圏全体構造から見ると、この変動は squeezing に相当するのではないか[Haerendel, 500 
2011]。これは、オンセットの開始機構を反映している。磁場垂直流 Vx が赤道面で内部磁501 
気圏に到達し、インジェクションとなると、ロードが広範囲に広がる。インジェクション領502 
域の東西拡大と共にWTSが発生し、ダイナモはWTSと共に拡大域の先端の方に移動する503 











すなわちプラズマが閉じ込められる時に J・E>0 であり、プラズマが解放される時に J・513 
E<0 である。力バランスはテンションと圧力の間で成り立ち、流体の運動エネルギーは重514 





ションと加速度の間で成り立つ[Tanaka et al., 2010]。このためオンセットからやや経った520 
時は、フローブレーキングに伴って、J・E<0の領域が生成されるがこともあり得るが、こ521 






2015; Ebihara and Tanaka, 2015a]、本報告での新たな点は、さらに解像度を上げれば、オ528 






リコネクションダイナミクスを想定しなければならない[Kadokura et al., 2002; Saito et al., 535 
2010; Ieda et al., 2016]。本報告の説明では、そのような不自然なものは必要ない。オンセ536 
ットはブレーキングフロー到達前に起こっている。シミュレーションによるこれらの結果537 
から、フローブレーキングと CWによる伝統的オンセットは間違いと推定される。 538 
 539 






この BBF流は、成長相から存在していた磁場垂直流が強化したものである（第 10図）。し544 
かしこの BBFフローは、赤道面ではまだオンセット領域（x>-10Re）に到達していない（第545 
7図）。内部磁気圏に対しては別途 PSBLを通って運ばれる変動が増大しており、これは Vx546 
の沿磁力線流によるもので、磁場垂直流である BBFフローが発生する以前からずっと存在547 
している（第 8 図）。しかし内部磁気圏でも、PSBL の Vz の変動は NENL に直結してい548 






る沿磁力線圧力領域の生成には寄与せず、沿磁力線圧力領域は squeezing に伴う磁場平行555 
流によってもたらされている。このような赤道に向かう磁場垂直流による電場と、磁場平行556 
流による圧力の生成によって、圧力領域の下側もしくは西側に、地球近傍ダイナモが形成さ557 
れる（第 3図）。これらは region-1のダイナモと同じように、圧力差によって駆動されるダ558 
イナモであるが、異なる点もある。Region-1 FACの場合は、高圧域が磁場平行流により生559 





の形成には、squeezingによる PSBLの沿磁力線流が主要な役割を果たしている（第 6図）。565 
一方全領域で NENL の影響が磁場垂直流に及んでいる（第 9、11 図）。これらにより地球566 
近傍ダイナモが構成される（第 3、5図）。フローブレーキングは、オンセットではまだ働か567 
ないが（第 7、8図）、拡大相ではサブストームを進行させる。 568 
 569 


















では解像度が低く[Miyashita et al.. 2009]、本論文で示したようなオンセットの詳細構造と586 
の対応などは、まず検出できない。一方で電離圏対流が存在することは、観測からの事実で587 

















リコネクションフローの刺激による CW を連想し、これを唯一のサブストームオンセット605 
の原因とした。同時に自発的不安定による CW は、すっかり下火になった。最近の例とし606 
て、Juusola et al. [2011]や Chu et al. [2014]などの introductionを読めば、まさにその軌607 
跡をなぞっている。またダンジェー対流は２次元ヌルで単純理解し易いので、2次元リコネ608 
クションを予想する。すると、リコネクションジェット、磁場エネルギーの解放などという609 
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Figure captions 768 
 769 
Figure 1. Simulated AU and AL indices. In this fugue, southward turning of the IMF 770 
occurs at 9 min, and the onset occurs at 68 min (vertical line). The onset time coincides 771 
with the timing of left middle panel in Figure 2. 772 
 773 
Figure 2. Development of the FAC (color shading) in the ionosphere, before and after the 774 
onset. Time proceeds from top to bottom and left to right. This time onterval includes the 775 
initial brightening (left middle) and the start of the WTS (right bottom). Initial 776 
brightening occurs at 68° latitude and 1 LT. 777 
 778 
Figure 3. J・E (color shading) and pressure (contour) on the r=8.2 Re spherical surface 779 
in the northern tail region. A red line is the magnetic field line that passes through the 780 
onset point. 781 
 782 
Figure 4. Pressure distribution on the equatorial plane and 1 LT meridian plane (insert). 783 
White lines are magnetic field lines that pass through the onset point. 784 
 785 
Figure 5. 3-D distribution of the dynamo (volume rendering) and 2-D distribution of 786 
pressure on the equatorial plane (contour). Blue, red and white lines show current lines 787 
that pass through the onset point. Contour lines reproduce the color shading in Figure 4 788 
 789 
Figure 6. Development of pressure distribution in the 12 LT and 1 LT meridian planes. 790 




Figure 7. Development of earthward flow in the 12 LT and 1 LT meridian planes. Time 793 
proceeds from top to bottom and left to right. 794 
 795 
Figure 8. Keograms for Vx (lower) and V⊥x (upper) at r=8.2 Re and 1 LT in the tail. 796 
These keograms are made along the inner white circle in Figure 7. 797 
 798 
Figure 9. Keograms for V⊥y (upper) and V⊥z (lower) at r=8.2 Re and 1 LT in the tail. 799 
These keograms are made along the inner white circle in Figure 7. 800 
 801 
Figure 10. Keograms for Vx (lower) and V⊥x (upper) at r=12.5 Re and 1 LT in the tail. 802 
These keograms are made along the outer white circle in Figure 7. 803 
 804 
Figure 11. Keograms for V⊥y (upper) and V⊥z (lower) at r=12.5 Re and 1 LT in the tail. 805 
These keograms are made along the outer white circle in Figure 7. 806 
 807 
Figure 12. Keograms for J・E at r=8.2 Re and 1 LT in the tail (upper), and at r=12.5 Re 808 
and 1 LT in the tail (lower). These keograms are made along the inner and outer white 809 
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• 全天カメラ：３種類：CAI, Watec, ATV
 トロムソ：
 全天カメラ：８種類：CDC, ATV, AWI：428,558,630,670,BW,coloｒ
 広角・狭視野カメラ：２種類：NWI
 ロングイヤビン：





CDC WinPC -> ftp（インテルサット） -> 所内PC -> ftp -> 所内NAS
EAI, PAI WinPC -> ftp（インテルサット） -> 所内PC -> ftp -> 所内NAS
Watec ビデオサーバー -> ftp -> WinPC -> scp（インテルサット） -> crux
ATV ビデオサーバー -> http
SPM WinPC -> scp（インテルサット） -> crux
無人オーロラ観測装置
観測装置 -> ftp（インマルサットBGAN） -> 所外サーバー -> crux
南極点基地
現地PC -> （通信衛星） -> 米国内特定サイト -> wget -> crux
マクマード基地
現地PC -> scp（通信衛星） -> 所内サーバー
中山基地




Watec ビデオサーバー -> ftp -> 現地NAS -> scp -> crux
ATV ビデオサーバー -> http
SPM WinPC -> scp -> crux
アイスランド：チョルネス
Watec ビデオサーバー -> ftp -> PC -> scp -> crux
ATV ビデオサーバー -> http
CAI WinPC -> ftp -> 所内PC -> ftp -> 所内NAS
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現地PC -> scp -> 所内サーバー
オーロラ観測データ：アーカイブ
 昭和基地： オーロラ観測全般
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今後の極域科学計算機システムの運用と研究プロジェ
クトの関わりについて
岡田雅樹
極域データセンター
1. 極域科学計算機システムの運用
a.シミュレーション基盤整備
b.データ収集、公開
2. 昭和基地向け衛星回線の運用
a.テレビ会議
b.トラフィック管理
3. 極地研ネットワーク、昭和基地ネットワークの運用
a.セキュリティ管理
b.メール、DNS運用
研究テーマ
1. 大規模計算機シミュレーション基盤システムの構築
2. 昭和基地向け衛星回線を利用した研究
a. 衛星回線の効率的な利用
b. 観測隊の活動に有益な情報基盤整備、開発
3. GoogleAppsを使った基盤整備
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ネットワーク構成


VLF-WBデータ
今後の研究の方向
1. 西オングル島自然電波観測（VLF観測）
2. FPGAを使った低温環境でのデータ収録
3. 衛星回線を使った高効率データ伝送
4. 野外調査に利用可能な緊急通信情報基盤
5. 大規模シミュレーション環境整備
6. 大規模データ解析、公開基盤整備
7. 高速シミュレーションコード開発
8. 情報セキュリティ管理基盤整備
